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ここがポイント教科指導 英語科編

新学習指導要領における外国語の学習は、聞くこと・読むこと・話すこと（やりとり・発表）の

５つの領域からなっています。この５つの領域に設定された目標に近づけるよう、本校では次のよう

な取り組みをしています。ここでは、３つの実践例を紹介します。

◆実践紹介１「弱視児童生徒へのアルファベットの導入」

小学部５・６年生の外国語の「書くこと」の目標のひとつに「大文字・小文字を活字体で書く

ことができる」があります。そこで、中学部での学習によりスムーズに入っていくことを目的に

行った弱視児童生徒への「アルファベットの指導」について紹介します。

弱視の生徒は、全体と部分を同時に把握することが困難であるため、文字の上下関係を把握で

きず基準線より上に書いてしまったり（ｇ・ｙなど）、文字の大小を区別することができなかっ

たり（Sとｓなど）することがあります。そのため、①混同しやすい文字同士（ｂとｄ、ｐとｑ）

を左から横に書くことにより区別させたり、②似た形の大文字や小文字の違いを言葉により教え

たり、③日常生活の中で得たマークと関連づけたり、④児童生徒自身が自分の覚えやすい言葉に置

き換えて形のイメージ作りをしたりしています。 以下は、一例です

①「b：縦棒に０半分」「ｄ：０半分に縦棒」「ｐ：下縦棒に０半分」「ｑ：０半分に下縦棒」

②「K：縦棒に'く'」「ｋ：縦棒に小さい'く'」

③「ｅ：エコマークのｅ」「Ｐ：パーキングのＰ」

④「A：エッフェル塔のA」「W：きば（をむいた）W」

◆実践紹介２「点字を使用している児童生徒の英語学習」

普通点字を使用している児童生徒は、英語の学習においても点字表記された文字で学習してい

ます。点字における英語表記は、普通文字と同じ２６文字のアルファベットのみで表記する１級

点字と、縮約字（使用頻度の高い文字の並びを１ないし２語で表す。）・縮約語（使用頻度の高い

英単語を１～２語で表す。例:can→ｃ, go→ｇなど）を加えた２級点字があり、中学２年次より

段階的に指導しています。

◆実践紹介３「ALTや他学部児童生徒との合同授業」

本校は、少人数学級のため、相手と英語を使って「話す」「聞く」活動が不足しがちです。そ

こで、月に1回来校するALTや他学部・他学年の児童生徒との合同授業を設定し、各自の授業で

学習した既習事項を必ず使いながら「話す」「聞く」「発表する」「伝え合う」ことを目標に取り

組んでいます。コロナ禍でALTが来校できないときは、メールやビデオレターの交換をしていま

す。
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また、言語理解だけではなく、その国の成り立ち、お祭り、バレンタインデイの過ごし方など

文化の違いについて学んだり、英語の歌を一緒に歌ったり、通貨に触ったり等異文化理解の学習

も取り入れています。

Q ＆ A コーナー（辞書の紹介）

Q：英語の授業で辞書を使うのですが、見えにくい子どもでも使いやすい辞書はあるのでしょ

うか。

A：中学英語では、市販の辞書に、三省堂から出版されている「大きな活字・大活字辞典シリー

ズ」があります。すべてB５判で、通常の文字の約１．５倍です。

『大きな活字のコンサイス英和辞典』

と『大きな活字のコンサイス和英辞典』

の２種類あります。

＜三省堂>

コンサンス英和辞典の大字版（上）

と普通版（下）


